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い
も
進
水

汚
余
内
向
本
一
と
い
わ
れ
る
苧
質
汚
、
こ
の
挙
資
滋
委
理
化
し
よ
う
ど
議
で
は
寸
事
相
抗
議
水
爽
管
理
栄
一
期
弘
会
一
ま
と
め
務
機
水
路
託
滋
に
よ
る
淡
の
求
の
液
晶
則

禁
L
t
p
一
渇
、
挙
資
浪
流
域
的
市
や
町
で
も
平
賀
浪
を
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
と
機
々
伝
対
獲
を
と
コ
て
い
ま
す
。
化
、
ア
オ
コ
内
総
収
な
ど
で
す
“
怒
ら

こ
の
よ
う
な
中
で
木
高
清
縁
組
関
吋
み
ず
す
ま
し
号
い
が
進
本
し
、
熱
い
綴
待
が
寄
せ
、
」
つ
れ
て
い
ま
す
。
に
、
宅
地
開
発
的
抑
制
や
動
・
級
品
判
的

汚
れ
は
ニ
ニ
初
年
で
時
計
H
1
M
l
M
引
け
は

ま
廷
は
漁
織
に
曲
霊
に
そ
し
て
船
山
た
千
加
話
会
よ
み
が
え
ら
せ
よ
存
在
す

い
の
場
に
と
奇
私
た
ち
の
〈
ら
し
に
多
る
も
内
?
す
a

品
村
れ
れ
い
れ
れ
い
一
九
日
戸
生
活
排
水
の
処
理
を

年
足
ら
ず
で
‘
汚
染
日
本
手
に
し
て
し

1

水
俊
民
鴎
淫
計
一
向
」
は
苧
制
は
お
に
係

ま
い
ま
し
た

ψ

わ
る
会
て
の
+
巾
前
町
村
門
的
協
力
を
長
警
と

出
精
で
は
こ
の
た
び
、
限
和
仁
十
年
成

L
ま
す
。
伐
係
了
夜
を
は
じ
め
、
手
即
日

ま
で
い
い
字
削
叫
叩
則
的
本
貨
を
羽
山
仰
山
間
十
年
沼
流
域
約
五
市
三
町
、
総
何
問
機
関
で
は

的
事
的
水
資
に
も
νに
そ
手
Lrず
る
「
本
叶
千
円
H

抽
出
水
資
格
化
付
総
削
減
議
会
い
を

滅
管
理
計
耐
幽
い
を
ま
と
め
ま
し
た
。
ニ
総
絵
L
、
そ
れ
ぞ
れ
抑
制
的
浄
化
め
た
め

の
計
画
で
は
義
的
目
安
ど
な
さ
り
対
李
総
じ
て
い
ま
す
斗

D
m
化
学
的
政
素
要
求
滋
い
や
チ
ソ
ソ
、
な
か
で
も
各
市
問
は
ゑ
泌
排
水
的
処

リ
シ
な
ど
を
現
告
の
約
五
分
町
一
心
機
畿
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
子
釘
倒
的

ら
す
ニ
ど
を
尚
同
僚
に
し
て
い
ま
す
ち
}
一
内
出
恨
の
際
限
内
約
八
十
%
は
学
泌
総
排

具
体
的
に
は
、
ド
氷
綴
め
繋
撒
問
、
短
…
本
町
か
ら
て
す
c

夜
校
、
仕
事
や
決
議

リ
ン
洗
剤
的
使
凶
川
線
沿
刷
、
工
場
や
欽
殺
の
本
な
ど
を
処
削
慨
し
な
い
で
ぬ
し
て
い

鹿
、
港
北
脱
絞
殺
な
ど
の
排
求
姑
緩
め
登
る
人
口
は
や
釘
沼
間
辺
で
ス
ト
a
ハ
舟
人

削
也
、
倒
的
約
ヘ
ド
ロ

L
巾
ん
せ
つ
、
北
千
円
い
も

K
〉
て
い
ま
す
ま
た
し
波
浄
化

セ
どコ吋、

各種団体代表者会議を設雪

準儲会として住民総会ヘ

代
表
設
会
繊
酬
が
我
誠
子
第
一
一
一
小
学
校
体

宵
餓
マ
織
か
れ
ま
し
た

ふ
巾
か
・
旬
、
①
刀
、
ζ

3

ニ
テ
ィ
セ
/
タ

i
建
設
を
品
川
ヒ
て
コ
ミ
ュ
ぷ
チ
ィ
制
的
戒

を
内
出
る
も
め
ヨ
ミ
ュ
一
昨
デ
ィ
セ
ン
タ

i

山
崎
絞
め
恭
本
方
針
は
都
八
王
山
村
地
区
内
総

H
A
総
会
が
悲
し
ぶ
一
次
仰
慌
を
行
い
‘
ム
申
は
そ

れ
に
鋭
、
ヮ
、
と
い
う
方
針
合
総
明
し
た

後
、
付
制
論
と
な
り
ま
し
た
、

コ
ミ
ふ
そ
一
テ
ィ
い
い
ン
タ
ー
が
完
成
し

と
際
的
総
m
M
の
繍
境
問
題
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ず
セ
p

ン
タ
i
m
w
t
品
織
と
役
制
的
住
民

的
ヲ
ミ
ユ
一
一
一
一
サ
ィ
ぷ
強
制
的
現
状
と
的
吋
校

町
長
桜
殺
な
ど
に
つ
い
て
特
例
し
合
わ
れ

次
い
で
、
ハ
也
氏
総
会
に
向
け
て
の
各

Mm
治
体
代
絞
殺
会
議
の
位
法
づ
け
に
議

問閣が
H
W
O
、
代
表
者
会
湘
純
金
総
民
総
会

時
間
も
的
問
と
く
十
一
万
人
が
持
制
附
し
て
い
存
山
本
燃
や
e

の
こ
う
し
た
心
が
け
が
千

ま
す
が
喰
維
持
管
壊
が
不
十
官
主
も
の
位
決
を
与
れ
い
に
す
る
ふ
と
に
つ
令
か

も
ι

少
な
く
な
〈
与
宇
和
は
沼
や
利
脳
出
均
約
う
て
い
く
め
で
す
u

汚
仇
怖
を
い
っ
そ
フ
込
め
て
い
る
め
で
す
@

み
ず
す
ま
し
号
に
も
期
待

攻
、
は
公
共
下
水
嬰
抗
議
キ
主
ヒ

ソ
チ
で
進
め
て
い
ま
す
。
総
和
七
十
部

λ
月
三
日
午
小
)
子
山
口
市
市
本
磁
波
帥

度
に
は
‘
市
内
め
は
ば
余
地
が
や
制
礼
治
知
吋
み
ず
す
ま
し
号
誌
の
滋
水
式
か
行

総
城
下
水
道
に
よ
っ
て
ゑ
泌
総
本
的
処
わ
れ
ま
し
た
も
削
船
は
‘
撚
お
よ
ザ
手

織
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
む
ニ
m
山
口
泌
筒
辺
五
お
な
…
阿
か
竣
成
し
た
も
内

ほ
か
に
も
、
例
制
的
治
輔
、
工
冷
紳
点
的
で
、
訴
の
汚
染
や
怒
史
的
一
協
と
な
る

総
淡
‘
ぷ
採
排
水
路
的
水
仰
向
(
殺
伐
)
ア
劣
コ
ゃ
ん
口
開
業
主
化
的
熊
川
制
と
な
る
チ

制
間
十
肢
を
ど
を
行
之
、
い
寧
す
。
〆
ソ
や
り
ン
ム
ザ
品
開
校
す
る
た
め
に
純
一
ス

り
れ
る
小
ヂ
イ
ア
オ
イ
な
ど
を
総
収
】

ひ

と

り

ひ

と

り

が

ま

す

。

子山
H
出
向
浄
化
は
、
犯
た
ち
ひ
と
り
今
・
年
度
は
、
ふ
チ
イ
ア
オ
イ
告
争
災

ひ
と
り
の
問
憾
と
も
い
え
ま
す
れ
に
こ
宏
一
か
品
川
、
五
へ
ク
タ
!
ん
は

お
け
A
m
w
利
用
を
進
め
た
り
、
料
理
ど
納
止
ま
す

M

ホ
テ
イ
ア
汁
イ
は
約
三

じ
使
っ
た
支
出
出
摘
を
紙
な
ど
ご
よ
く
山
行
」
八
十
倍
に
も
端
え
る
と
子
掃
さ
れ

き
と
づ
、
な
る
べ
く
本
に
一
斑
き
な
い
よ
チ
〆
ゾ
そ

T
ん
h
a
J
守
、
サ

γな
り
ば

フ
に
す
る
-
e
ニ
}
ヲ
い
勺
た
こ
と
も
実
約
一
ぷ
M
J
M
ヲ
哨
収
で
き
る
制
作
鴻
し
で
す

は
太
切
な
苧
」
と
で
す
。
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察
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生

E
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2
3
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e

研
究
所
顎
間
即
時
刻
母
窓
ぐ

本
市
と
取
宇
治
に
ま
た
が
る
占
制
作
刷
協
い
る
状
態
で
す
“
市
で
は
取
子
市
と
兵

沼
で
た
く
冬
ん
の
カ
ラ
ス
け
は
カ
伐
に
、
同
で
心
持
円
吋
ろ
を
け
利
根
川
川
市
山
本
れ
拘
釈
を

熔
巾
叫
に
打
ち
寄
せ
り
れ
ま
し
に
六
月
行
ウ
て
い
ま
す
が
、
水
討
に
北
村
山
判
な
安

…
号
、
両
市
で
級
以
作
集
今
一
戸
れ
勺
た
と
た
は
臼
比
ら
れ
ず
ぬ
議
布
、
謀
総
強
叫
明
後

こ
る
‘
約
一
万
伝
子
錦
、
滋
さ
げ
い
し
て
所
で
師
時
間
制
的
究
明
を
念
い
小
、
い
ま
す
u

…
ノ
ホ
?
な
ど
死

円
閉
が
集
め
ら
れ

ま
し
た
の

ム
ゲ
ラ
ヅ
ヘ
H
H
は

一
銑
き
ど
ー
ん
一
、

淳
き
ト
で
に
も

れ
鴻
る
彼
氏
え
の

は
で
以
前
は
手

川
州
市
山
で
も
係
札

食
用
に
も
さ
れ

て
い
ま
し
た
い
か

放
送
て
は
ほ
と
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開
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山
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狭
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円
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H
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日
間
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山
続
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-
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、
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科
印
刷
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止
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取
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総
地
保
全
宇
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刊
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ぬ
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h
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川
(
川
町
，
い
地
以
北
叫
ぽ
附
八
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川州民

地
と
し
て
泌
が
取
的
~
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問
開
発
対
策
品
目
;
刊

T
一丸山
H
T
M
m門

事
業
計
測
伽
凶
作
成
委
託
制
刊
な
と
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伐
採
Jf昭
弘
北
口
昨
川
市
ん
叫
ん
涼
マ
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一
事
業
相
H

一
信
任
千
一
…
t
h
u
N
利

物
件
町
内
仲
転
十
二
件
.
第

1
一…・

1
二一、

十間同船川
M
t
H古
績
不
併
が
、
ぶ
ん
な
事
業

区
間
回
受
淫
事
盛
時

i
十
穴
後
六
一
間
一
A
m
n

む
だ
ボ
内
i
諮
問
昨
中
間
話
線
3
ふ
れ
や
万
用

品
開
総
処
分
苓
の
総
務
事
務

白
山
清
川
町
土
地
従
加
腕
絞
殺

i
七
億
院
予
W

mn

公
開
問
絞
枇
削
並
び
機
常
γ
中
山
下
討
が

に
徐
州
桝
等
総
長
陥
間
以
れ
な
い
と
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ト
s
i
i
O
7
/
持
母
守
、
培
農
崎
町
ト
ト
刷
、
一
子
主
台
口

受
1
i
w
ノ
、

JVH肝
辺
町
内
国
書
籍
、
、
M
V
4
寸

J
E
Yヌ
魯
同
一

い
よ
い
よ

7
E
1
詰
か
ら

体
障
は
什
甘
さ
ん
の
声
を
で
き
る
だ
け
反
映

湖
北
台
浄
水
場
2
蹄
捕
に
さ
せ
て
、
よ
り
利
対
し
や
す
い
凶
投
開
移
動
的
凶
察
鎗
纂
織
が
移
転

線
審
1
万
5
0
6
0婦
で

に

パ

バ

;

;

ペ

3
j
E
J
、
そ
よ
炉
等
長
時
時
玄
締
翌
五
件
み

日%蕗
N

H

A
・
指
江
件
"
し
が
/
討
が

円
九
泌
が
待
た
れ
て
い
た
泌
氏
淡
々
絞
そ
よ
か
ぜ
吟
"
と
淡
燃
し
た
ザ

1
ピ
ヌ
を

6
Hバ
同
日
か
ら
6
n
初
日
法
令
は
も

認
の
分
家
、
い
よ
い
よ

7
7続
行
い
ま
す
号
、
む
争
本
が
は
っ
か
薬
草
花
れ
草
山
内
ヘ
立
い
牝
と
棋

か
ら
や
勾
1
ヅ
ン
し
ま
寸
U
1
v
H
6
0
0

ら
な
い
と
き
は
強
気
れ
ぷ
戸
を
か
け
て
摘
め
た
め
、
そ
よ
か
ぜ
号
は
お
休
み
と

。
総
門
的
一
党
政
治
W
5
0
υ
0
附
)
め
淡
く
だ
さ
い
c
{
リ
ク
ザ
ム
ス
ト
制
制
妓
も
あ
り
な
り
ま
す
“

心
を
こ
め
て
泌
H
V

ま
し
ぺ
寺
ま
す
二
郎
官
さ
ん
の
ご
利
減
を
お
待
ち
し
な
お
、
格
転
に
帥
げ
い

w

尚
北
拙
池
宮
一
公

て
い
ま
す
υ

民
総
訟
の
出
場
却
ポ
ス
?
は
滋
・
止
と
主
リ

曹
マ
割
判
湾
案
内
aa

ま
す
の
で
司
一
一
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意
く
だ
さ
い
む

@
間
関
抽
出
時
四
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午
後
3
時
か
わ
4
時
却
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移
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図

書

館

ス

テ

i
シ
当
ン

@
体
総
夜
明
雄
訟
は
本
館
主
問
問
ヒ
~
月

即
時
目
、
町
民
封
、
同
月
来
最
続
臼
)

録
制
判
間
川
祭
を
お
持
ち
℃
な
い
い
n
川
川
、
米

航
臨
し
て
申
込
帯
闘
い
い
知
仙
人
す
札
ぱ
、
十
ぐ

に
交
付
し
ま
す
“
…
絞
め
総
納
品
骨
小
¥

本
航
階
、
そ
よ
か
ぜ
努
で
も
持
滋
し
て
州
問

11、lけポ三
マ，
、・-乙に

y

〈
総
数
専
務
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
〕

説
く
だ
宰
い

6

V
問
い
合
わ
せ
泌
氏
同
協
議
鎗
剖
州
立
ム
円

分
銀
世
間
開
3
0
5
5

f
e
e
-
v
a
g定
笠
辛

5
5
5
5
5
5

②
点
船
員
係
数
③
私
立
学
絞
教
職
員
共
済

制
組
合
③
療
科
漁
業
総
体
戦
円
民
共
済
総
合

③
地
方
開
凶
体
問
問
桜
鐙
ル
持
機
災
拠
淡
印
執
が

紛
凶
家
公
務
総
共
高
問
問
概
念
会
後
十
刀
公
務

室
謹
品
署
名
会
護
費
支

成
総
会

V
響
曲
調
湾
総

3
人
段
以
降
め
流
域
l

v品
制
緩
繁
線
新
制
抑
制
制
機
に
よ
り
児
殺
人
に
つ
塾
向
け
抑
制
5
0
A
u
o
m

チ
忠
一
が
殺
げ
ら
れ
な
い
蹴
飢
餓
翁
{
際
限

V
申
繍
平
総
必
部
臨
時
次
中
桑
悲
し
て
〈

専
念
円
以
外
的
公
草
案
入
殺
芸
、
だ
き
い
e

受
義
者
名
銭
的
普
通
雲

締
約
絵
付
約
締
削
謀
総
必
要
万
が
践
的
口
座
番
民
主
品
調
べ
て
き
て
く
だ
さ
い
鈴

お

し

ま

す

。

③

被

用

者

年

金

(

閉

山

口

氏

年

金

以

外

め

公

日
融
関
川
者
と
は
‘
次
の
年
金
に
一
加
入
す
的
年
金
)
に
加
入
し
て
い
る
人
法
、
事

る
人
を
い
い
ま
す

u

①
淳
生
年
金
保
険
業
主
に
よ
る
年
金
加
入
越
明
書
a
m犯防相

四
議
官

-η

吋…
η
「…

π吋一

η
↑

羽

竹

H

表
一
ゃ
一
側
室
一
湖
一
畑
一
川
一
剛
一
一
附

議
・
一
鶴
一
蹴
一
綿
一
竺
竺
川
一
品
川

甘
榔
一
特
一
主
主
丸
工
工
…
捌

綴

?

1

4

i
ナ
ム
i
iん
に

簿
一

i
一

一

一

二

庁
…

3
j
人

人

…

人

…

人

…

す

m

闘
士
、

L

0

2

…
議
…

4

…
場

れが

zr
…

省

入

特
例
給
付
を

ご
存
知
で
す
か

絞
殺
予
漁
い
い
は
州
側
附
判
例
附
附
が
あ
り
、

特
例
給
付
は
‘
昭
和
初
年

6
n
か
い
り
間
閉
山
料
開
部
5
月
ま
?
の
山
内

山
ぬ
双
手
品
川
淵
の
所
得
制
限
に
よ
り
ず
当
者

支
給
さ
れ
な
い
被
用
者
{
間
伐
年
金
以

外
出
町
公
的
年
金
加
入
者
)
に
対
し
、
所

得
税
波
ワ
ク
を
件
拡
大
し
て
手
当
キ
」
支
給

す
る
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
扶
養
人
数
が
4
人
的
場

合
、
開
明
行
川
町
金
子
治
的
各
級
鐙
除
後
約

出明院昨日間誌、

2
3
0
0
万
8
0
0
0
内
が

絞
波
止
を
連
て
い
ま
す
が
、
特
例
給
付

て
は
3
7
4
川
力
的
、
と
火
縦
に
枕
火
怒
れ

目
立
検
一

a
f
d
E

制

態

の

災

と
7
γ
r
a
M
G

…

ト

F
B
F
一
な
ム
答

品
司
副
の
危

」
4
.
L

韓
関

、
』
ソ
縄
問

ぷ
一
日
お
と
一
緒
に
2
猪
ず
議
ち

た
1
h世
行
山
市
を
抑
L
て
い
て
持
捌
か
ら

滋
ち
た
い
主
ど
、
半
世
行
畿
に
附
問
す
る
挙

後
が
線
表
さ
れ
て
い
手
ず

Q

今
岡
山
は
‘
ニ
内
事
行
総
に
つ
い
て
#

一
一
統
的
に
‘
学
科
日
終
的
蛾
心
が
よ
に

み
る
と
‘
制
閥
的
淡
い
乳
児
が
殺
っ
た
機

余
晶
体
的
議
心
が
さ
ら
い
上
に
な
り
、
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家

務

絡

が

移

転

し

ま

す

今
月
初
日
か
ら
つ
つ
じ
務
へ

ニ
れ
ま
で
、
必
工
会
館
内
に
あ
っ

た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

i
ト
事
務
局

が、

6
月
幻
B
か
ら
主
人

福
祉
セ
ン
タ
つ
つ
じ
荘
む
叫

に
移
転
い
た
し
ま
す
。
今
、
一
ゅ
の

品
開
と
も
よ
ろ
し
〈
お
煩
い
薬
務
局
移
転
と
お
さ
ら
い
教
室
の
ご
申
構
内

1ν
念
品
、

r'但

V
移
転
釘

6
n抑
制
{
本
)

V
級
品
祉
制
問
中
的
2
6
0
7
〈
話
人

制
抑
制
航
舟
ン
タ
!
っ
つ
じ
総
内
}

V
制
略
綴
樹
立

2
0
0
(
代
表
)

ザム

iLと小主宰
3;;三学 4与
を 3 ら
霊会年い
にセ生主教

議主を家
外 l 立せを
学で象関
空叫に議
11;ノ}、

出
吋
‘
始
後
す
る
y
ルパ

諮
ら
い
紋
織
を
機
体
構
し
ま
す
。

V
対
象
潟
次
総
絞
め
小
学
内
3

部
生

岨

v
噂
，
拙
蝿
夜
間
鵠
?
封
月
幻
自
か
匂

r月
抗

日
ま
で
(
た
ど
し
お
自
は
品
怖
く
)

ぶ
滋
多
数
約
機
会
は
仙
制
緩

い
よ
り
淡
市
川
し
ま
す
"

V
問
い
合
わ
せ
シ
ル
パ
!
人
材
セ

ン
タ
ー
岱
m
m
8
8
9
4
{
G
H
M品

目
ま
で
〉
官
総
2
2
0
0
(
G
M刀

剖
日
以
滋
)

「
入
っ
た
よ
、

セ
ル
ジ
オ
鱗
後
氏
也
管
招
会
サ
ツ
カ

ぼ
く
の
シ
ュ

i
トい

布
佐
平
和
台
と
久
品
守
申
識
に
滋
締
結

7
H月
1
日
か
ら
次
的
2
ス
テ

i
シ
浅

ン
を
域
紛
し
ま
す
沿
線
し
い
泌
総
uu
に
ゆ
不
出
前
総
な
捗
行
鵬
酬
は
放
険

つ
い
て
は
、

7
月
2
m
m
臥
す
の
広
級
者
ご
私
一
位
打
線
的
絞
例
い
い
よ
る
添
削
附
を
み
る

幻
〈
だ
ω
沿い
o

i

p

m

吋
儀
後
初
か
月
的
乳
児
が
や
行
総
に

*
布
除
挙
制
山
内
S
T
〈
ギ
初
会
内
問
治
会
最
っ
て
い
て
削
同
社
、
け
が
を
し
た
。
れ

集
会
所
前
}
務
2
・
4
本
山
町
、
午
後
3

兇
が
宇
行
法
り
す
i
ァ
ル
に
予
を
つ
い

時
附
分
か
ら
4
時

*

久
LG家
S
T
F

て
乗
り
出
す
と
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ

久
寺
家
あ
け
ぼ
の
公
開
出
)
第
1
・
3
金
ど
誌
に
斜
れ
も
ま
た
6
相
聞
の
キ
ャ
ス
タ

組
、
午
後
2
時
か
ら
2
時
部
分

i
戸
開
卓
)
が
内
側
に
人
い
る
と
儀
礼

宮
&
S
5
5
S
5
5
9李
5
5
5
5
p

や
す
い
包
安
行
器
に
は
B
G
7
1ク
付

初
日
年
1
月
2
日
以
降
に
市
内
に
転
入
き
だ
が

J
と
い
う
も
的
が
あ
り
ま
し

さ
れ
た
人
は
、
前
仲
間
所
地
的
役
引
所
か
ら
、

mw
年
成
課
税
制
刷
所
得
説
明
轡
幸
一
も
ら
っ

て
後
似
し
て
〈
村
山
摂
勺

V
附
問
い
合
わ
廿

カ
/
パ
レ
j
t
{
!
?
?
ど
」

f

ど
も
た
九
の
正
気
主
戸
か
、
制
緩
い
勺

合
は
い
に
符
き
ま
す
ィ

試
か
つ
て
営
努
の
ト
，
フ
プ
レ
イ
ヤ
!

⑤
と
し
て
治
躍
し
た
セ
ル
ジ
オ
選
後
氏
を

持

雪

、

五

月

三

十

一

日

、

双

差

高

ジ
で
、
少
年
サ
y
カ
i
進
一
円
全
一
絞
め
サ
r

し知
力
教
議
が
山
岡
か
れ
ま
し
た
。

対
判
問
・
五
歳
か
ら
小
川
子
山
弘
前
向
学
子
山
内
お
お

慨

に

丹

波
Mnc
れ
ん
に
ゾ

7
1サ
ノ
だ
i
務
改

企
織
の
た
め
に
行
わ
れ
た
こ
の
削
闘
し
に
は
‘部

課企

瓦
パ
一
一
十
じ
、
二
十
八
日
町
一

ω

刊日開内

チ
ヱ
夜
連
総
、
一
全
保
内
子
工
務
料
判
例
議
制
科

会
が
山
附
か
札
、
ム
技
場
と
や
っ
た
市
川
民
会

総
は
、
大
勢
内
務
加
殺
明
、
に
密
わ
い
ま

し
た
の

4

絞
ま
と
的
主

総
‘
一
十
伝
人
が
事
加
し
た
ニ
的

制
憎
し
は
、
だ
れ
に
で
も
手
軒
に
で
き
る

%
一
作
品

比
一
昨

i

れ
一
つ
れ
制

等
，
的

ど
凶

禿

E

の
一

る

-
れ

-
ま
-

う

-
ん

-

糸
町
-

ら

-
t
E
 a--

従
業
保
育
倒
的
和
U
M
組
の

f
ど
も
た
ち
一

山
間
十
一
人
が
品
川
「
セ
ル
二
J

光
弘
と
-

mUAか
を
お
し
み
ま
し
た
ー

v
y
フ
&r
サ
ッ
カ
ー
の
間
い
骨
わ
廿

判
明
晶
化
れ
淑
小
ム
向
山
悦
制
2
9
3
1

子
i
ぷ
み
を
利
引
し
ん
で
も
ら
お
‘
つ
止
、
子

仁
"
以
後
制
叫
が
今
一
回
は
じ
め
て
食
倒
し
た

も
の
で
す
恥

議
径
は
、
口
4
1
ケ
ツ
染
、
ア
ー
ト
フ

ラ
ワ

i
‘
務
工
芸
な
E
円
十
内
講
座
カ

山
間
か
れ
、
参
加
者
向
皆
さ
ん
は
、
そ
れ

ぞ
れ
作
品
づ
く
ゅ
に
取
り
緩
み
ま
し
た

r



当s5HO管

拘
禁
本
的
な
知
織
と
与
え
十
々
に
つ
い
て

絵
れ
て
い
ま
す
長
日
常
的
食
品
川
治
や
主
，

え
る
み
で
め
…
劫
と
し
て
ζ

利
用
〈
だ

各
い
。
な
お
、
凶
掠
等
で
ま
と
め
て
ζ

狩
望
的
方
は
、
一
}
謝
守
結
く
ド
~
さ
い
。

V
附
阿
い
合
わ
せ
+
刑
校
生
約
毅

千
議
巾
間
技
会
一
雨
州
航
協
議
会
で
は
、
間
m

v拙何回四

1
日
4
2
0
0
m門
初
日
川
杯
出
脱
出
附
保
母
試
験
略
的
閣
議
税
金
を

V
勤
務
時
間
午
前
8
時
日
叫
ん
吋
か
、
い
リ
午
似
悩
い
た
し
ま
す
η

受
講
一
}
品
相
殺
町
方

後
-4
眠

時

制

分

家

明

、

は

、

開

催

製

制

と

受

講

申

込

議

を

邸

付

V
申
し
込
み
滋
ι刊
を
紛
議
す
る
カ
は
、
し
ま
十
の
で
、
市
児
殺
写
版
割
削
ま
で
い

由競
U
M
申
込
潜
一
兇
帯
思
索
隊
訟
に
山
川
窓
)
、
ら
し
て
く
だ
幸
い
ω

級
制
服
符
〈
術
制
的
も
め
に
は
丘
添
付
〉
、

V
問
い
合
わ
廿
児
薬
事
庭
銀

総
時
資
総
取
得
証
明
書
の
与
し
を
ぷ
え

て
出
品
瀞
平
家
-
地
捕
叫
に
州
問
出
し
て
く
だ
さ
い
ι

V
同
阿
い
合
わ
せ
出
品
烹
窓
寵
謙

治
州
品
州
開
物
内
総
で
は
喰
級
品
同
が
お
綴
な

ど
で
休
ん
で
い
る
側
内
子
ど
も
た
ち
の

お
渋
川
織
を
し
て
く
れ
る
方
的
統
紋
を
行

V
齢
相
雌
慨
総
務
〈
世
引
川
町
総
務
に
絞
る
)

V
線
描
用
人
減
絞
り
持
し
た
小
々
か
ら
務
ド

義州知樹
mを
平
山
見

幽

V

糾弾用問蜘期制問

7
H月
中
旬
か
ら
必
糊
討
に

い
ゐ
仁
主
側
期
間
同
bzmw一
め
ま
す
令

V
年
齢
満
州
W
4戒
ま
で

心
身
陣
内
容
一
党
一
巡
国
栢
談

資
先
・
就
学
で
お
緩
み
の
方
は
必
気
軽
に

V
参
級
品
世

3
4械
か
ら
3
4縦
ま
で
の
幼
込
ん
で
く
だ
さ
い
中
込
書
は
、
教
育

況

と

そ

の

係

議

索

差

災

会

学

校

教

究

課

(

宮

附

Y
E
s
-
)

マ
措
談
内
容
怨
小
学
時
拭
・
拙
甘
味
帖
政
務
ま
で
ご
液
終
い
た
だ
け
れ
ば
、
郵
送
い

誠
学
絞
ヘ
品
川
叫
就
学
に
開
閉
す
る
総
談
内
ω心
た
し
ま
す
。
な
お
、
相
談
ト
的
絡
を
は

ア}一島
A
H
L

出
陣
議
の
あ
る
子
ど
も
の
教
室
、
然
畿
内
す
し
ま
す
。

一
前
回
に
泌
す
る
総
絞
ほ
か

V
申
込
先
我
孫
チ
布
教
育
蚤
員
会
学

号
、
一

V
織田
Hと
会
議
円
以
8
n
H
5
8
(
本
)
下
校
教
点
目
議

打
〕
一
葉
国
附
持
品
開
教
育
セ
/
タ
1

0

8

H月日

V
亭
込
嗣
開
問
問

7
R月
間
百
(
土
)
た
だ
し

一
日
(
火
)
竿
J
L
抗
出
滋
養
退
学
同
位
、
抵
で
ダ
伝
印
躍
欄
養
議
芋
絞
め
み

7
Rロ
日
(
見
)

F
一一一
F
養
護
学
校

C
8月
H
U
E
n
(
点
)
漂
立

V
主
催
予
葉
樹
市
教
ム
同
委
員
会

4
d〓
印

棺

憎

妥

話

学

校

曹

マ

問

問

い

合

わ

せ

也

市

教

育

庁

義

務

教

育

V
申
込
方
法
制
知
義
を
希
一
明
弔
さ
れ
る
主
義
E
0
4
7
2
時間
4
0
4
5

宗
教
科
H

は
、
申
込
書
に
よ
り
出
制
限
ま
で
に
中
し
委
員
会
学
校
教
育
議

食
判
削
}
都
知
物
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
付

市
で
は
食
品
添
加
物
に
関
す
る
パ
ン

フ
レ
γ
ト
を
作
成
し
、
市
役
所
・
各
支

所
内
窓
口
で
叡
付
し
て
い
ま
す
。

食
品
添
加
物
は
、
特
に
安
全
性
に
つ

い
て
社
会
問
町
固
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ハン
7
レ
ソ
ト
は
、
主
に
食
品
添
加
物

名
人
鹿
糠
愛
妥
結
審
証

の
更
新
を

現
夜
使
用

L
て
い
る
受
給
者
証
は
、

6
月
却
日
で
期
限
が
切
れ
ま
す
ロ

7
月
1
日
か
ら
使
用
で
き
る
新
L
い

受
給
者
証
は
、
今
年
も
各
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